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「こおりやま広域連携中枢都市圏」構成市町村のうち、郡山市（中田町）、田村市、小野町 

及び三春町の更なる発展と地域振興及び広域防災体制の充実を図るため、４市町管内の県道等 

整備・改良要望活動を行います。 

 

１ 日 時  ７月 26 日(金)  午後３時 30分 ～ 午後３時50 分 

２ 場 所  福島県県中建設事務所 （郡山市麓山一丁目１番１号） 

      （福島県郡山合同庁舎 北分庁舎２階） 

３ 内  容    郡山市（中田町）、田村市、小野町、三春町の４市町管内における広域連携 

       による県道改良要望 

(1) 主要地方道小野郡山線の歩道設置について（郡山市・小野町） 

          (2) 主要地方道小野郡山線の急カーブ改良について（郡山市・小野町） 

          (3) 主要地方道小野郡山線の急勾配改良について（郡山市・小野町） 

          (4）一般県道谷田川三春線の橋梁架け替え及び道路改良について（郡山市・三春町） 

          (5) 一般県道谷田川三春線の道路拡幅について（郡山市・三春町） 

          (6) 一般県道常葉芦沢線の道路拡幅について（郡山市・田村市） 

          (7) 主要地方道郡山大越線の道路拡幅について（田村市） 

          (8) 主要地方道船引大越小野線急カーブ改良について（田村市・小野町） 

４ 出席者  福島県県中建設事務所 所長 益子 公司 様 

       郡山市長、建設交通部長 ほか 

       ※ 要望活動は、要望書の提出及び県中建設事務所長のコメントのみ公開します。 

       ※ 郡山市以外の３自治体（田村市、小野町、三春町）については、要望書の提出 

を郡山市に一任しています。 

 

＜こおりやま広域連携中枢都市圏＞ 

連携中枢都市圏は、相当の規模と中核性を備える圏域の中心都市が近隣

の市町村と連携し、人口減少・少子高齢化社会においても一定の圏域人口

を有しつつ活力ある社会経済を維持するため、経済成長のけん引などの機

能を備えた拠点を形成するものであり、本市においては、「広め合う、高

め合う、助け合う」持続可能な圏域の創生を目指し、2019年３月、近隣14

市町村とともに「こおりやま広域連携中枢都市圏」を形成しました。 

令和元年 7月 22日 

郡山市中田行政センター 
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こおりやま広域連携中枢都市圏構成市町村による 

広域連携による県道等改良要望活動 

を行います 

 


